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2022 年３月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2021 年５月 13 日付「2021 年３月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」において公表いたしました 2022 年３

月期（2021 年 4 月１日～2022 年３月 31 日）の連結業績予想について、下記のとおり修正いたしましたので

お知らせいたします。 

記 

 

１．2022 年３月期通期連結業績予想値の修正（2021 年４月１日～2022 年３月 31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A) 
百万円 

3,400 

百万円 

570 

百万円 

570 

百万円 

325 

円 銭 

138.30 

今回発表予想（B) 3,740 590 590 325 138.30 

増減額（B-A) 340 20 20 ― ― 

増減率（％） 10.0 3.5 3.5 ― ― 

（ご参考）前期実績 

（2021 年３月期） 
3,083 517 522 293 135.27 

 

２．修正の理由 

 売上面においては、前期第４四半期に連結子会社化した株式会社 Innovation IFA Consulting が前期にお

ける通期売上高実績 168 百万円に対して当第１四半期売上高実績で 137 百万円と急速に業容を拡大している

こと、主力のオンラインメディア事業において資料請求数が好調であるとともに第２四半期以降に複数回の

開催を予定している IT トレンド EXPO が計画を上回る出展者数、視聴登録者数を獲得できる見込みとなって

いることなどから、今後も引き続き拡大基調で推移するものと予想しております。 

 また、利益面においては、オンラインメディア事業において IT トレンド EXPOの集客コストが先行発生す

ること、全社的な中長期の成長戦略を見据えた人材の確保やグループ各事業を横断してのデータベースマー

ケティング強化に向けた開発投資等を積極的に進めていることなどから費用の増加が見込まれる一方、それ

らの投資の収益化が当期中に発現してくるものと見込んでいることから、当初計画以上の利益が確保できる

ものと予想しております。 

 これらの状況を考慮し、前回発表を上方修正いたしました。 

 

（注）上記の業績予想は、当社が本資料の発表日現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の

情報に基づいており、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。 

 

以上 


